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* 長野県林業総合センター
　 〒 399-0711　長野県塩尻市片丘 5739

　1．はじめに

　昨年の報告（小山ら 2023）では、林地残材を集
積散乱させてもニホンジカの侵入防止にはならず、
森林の更新には寄与しないとの結果が得られた一方
で、林地残材を残した場合でのみ、不嗜好性植物が
発達した。これにより不嗜好性植物による視覚的な
遮蔽効果と、林地残材を積み上げたことでの物理的
な遮蔽効果が合わされば、ニホンジカの食害が抑制
できる可能性を指摘した。
　そこで、昨年度に引き続き 2023 年に追跡調査を
行ったので、その結果を報告する。

　２．調査地及び調査方法

１）調査地の概要
　調査は、昨年度（小山ら 2023）に引き続き長野
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県中部の東筑摩郡麻績村にある 2.25ha のコナラ林
皆伐跡地で行った（表 -1・図 -1）。試験区は皆伐
地の中央を走る林道を境に、林地残材をすべて搬出
した搬出区と、林地残材を林内に棚積みまたは散乱
させた棚積区に分けた。棚積区内には、等高線方向
に集積した最大高 2m に達する枝条が積み上げられ
た場所が存在し、積み上げにくい場所では枝条が散
乱し、歩きにくい状況となっていた。

2）調査方法
　調査は、植生調査と赤外線カメラ調査を「搬出区」
と「棚積区」( 図 -1) に分けて実施した。

・植生調査
　植生調査は、2021 年 7 月にそれぞれの区内でラ
ンダムに 3 カ所の固定枠を設置し、1 年後の 2022
年 8 月 18 日と 2 年後の 2023 年 10 月 18 日に調
査を行った。枠の大きさは、想定している最大植生

表 -1　調査地の概要
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図 -1　調査地位置図 ( 国土地理院地図に加筆 )
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高を 1 辺とする 2 × 2m の方形枠とした。調査枠は、
人や車が通る林道から 10m 以上離れた場所で、千
鳥状に設定した。調査は枠内に発生した植物の被度
と高さを種類別に測定したほか、木本類については、
個体別に発生位置と樹種、樹高を記録した。また、
獣類による食害痕跡も確認した。

・赤外線カメラ調査
　赤外線センサーカメラ（TREL20-J）調査は、搬
出区、棚積区とも、調査枠の一つが見える林縁部に
一基ずつを地上 1.5m 付近に設置した。カメラの設
定は、1 秒間に 3 枚の静止画を撮影し、60 秒のイ
ンターバルを置いて再作動する方法を継続した。今
回の解析では、林地残材の散乱と不嗜好性植物の繁
茂が皆伐 2 年後の高木性木本の再生にどのように
寄与するかを観察するため、皆伐 2 年後にあたる
2023 年 4 月 1 日から 11 月 29 日までの 8 ヶ月間
のデータを用いた。
　カメラの記録解析では、撮影された写真の中で、
ニホンジカが確認できたもののみを採用し、個体サ
イズおよび性別、角や鹿の子模様などから同一個体
であるかどうかを確認し、同一個体が撮影範囲を離
れるまでの間を 1 回の出現として記録した。なお
同一個体とおぼしき個体が同一日に出現している場
合もあったが、連続していないと判断された場合は、
別の出現とした。

　３．結果

１）植生調査
　昨年度の報告（小山ら 2023）では、棚積区に
おいて、植生高が 200cm を超え、植被率もほぼ
100％だった一方で、搬出区では植生高、植被率と
も棚積区の半分程度に留まった。両区ともヨウシュ
ヤマゴボウやタケニグサといったニホンジカの不嗜
好性植物が優占した。伐採２年後の結果では、不嗜
好性植物は優占していたが、植生高 150cm 程度、
植被率 80％程度と両区の差がなくなった。つまり、
棚積区で植生高及び植被率が低下した反面、搬出区
では植生高・植被率とも上昇した ( 図 -2)。
　また、本来の目的である皆伐による森林の更新と
いう点で、天然更新が期待されていたミズナラやコ
ナラなどの高木性木本の生育状況については、個体
数でみると搬出区 5,500 本 /ha、棚積区 15,500 本
/ha と一定数が確保されていたが、その大半がニホ
ンジカの食害を受けていた。このため、高木性木本
の平均樹高は 20cm に届かず、皆伐直後から成長

していなかった。参考までに苗木を植栽した大きさ
と同程度の樹高 50cm を基準として、この大きさ
を上回っている個体密度は、搬出区で 500 本 /ha、
棚積区で 1,500 本 /ha だった。この数字は一般的
に苗木を植栽する密度である 3,000 本 /ha を下回っ
ており、伐採から 2 年が経過しても天然更新は出
来なかった。
　枝条の棚積みや林地残材を散乱させたことで、早
期に不嗜好性植物が繁茂した棚積区と、枝葉をすべ
て搬出した搬出区との間では、伐採２年後には両区
の植生に差がなくなり、高木性広葉樹による更新が
困難と判断された。つまり、期待した林地残材によ
るニホンジカの食害防除効果は得られなかった。

２）赤外線カメラの撮影結果
　2023 年の調査では、赤外線カメラによる 243 日

 

 

0

20

40

60

80

100

1 2

0

100

200

300

1 2

0

10

20

30

40

50

1 2

図 -2 搬出区と棚積区の 2 年間での植生調査結果
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間の調査中、172 日でどちらかのカメラにニホン
ジカが撮影された。調査区別でみると、撮影された
ニホンジカの出現日数、撮影頭数、出現回数、日あ
たりの出現頻度、日あたりの撮影頭数は、いずれも
棚積区の方が多く、搬出区で少なかった（表 -2）。
昨年度は搬出区で出現が多く、棚積区で少ないとい
う逆の結果だった（小山ら 2023）が、昨年度は 4
月 1 日から 7 月 3 日までの調査で、今年度とは時
期が異なることから、月別に出現状況を整理した（図
-3）。その結果、搬出区と棚積区で時期によって出
現の多寡が異なり、4 ～ 6 月は搬出区の方が多く、
8 月以降は棚積区の方が多かった。11 月に入ると、
草本類は枯死し、木本類も落葉するため、両区とも
出現しなくなった。
　昨年度の調査と比較するため、4 ～ 6 月の結果だ
けを取り出して前年比較をすると、出現日数、撮影
頭数、出現回数は前年と今年で大きな違いなかった。
つまり前回は、春先の出現状況でニホンジカの生息
を推定したため、棚積区にニホンジカが寄りつかな
いと判断したが、実際には夏から秋にかけては棚積
区に多く出現していた可能性も考えられた。
　なお、今年度の結果をみると、5 ～ 8 月の搬出区
と 7 ～ 10 月の棚積区では、月の半分以上でニホン
ジカが撮影され、月あたりの撮影頭数が 50 頭を超
える時が多かった。中でも 9 月の棚積区は、ほぼ
毎日出現し、撮影頭数も 145 頭と非常に多かった。
　撮影された棚積区の写真を分析すると、7 月 25
日の深夜に不嗜好性が高い（藤木 2017）とされる
ヨウシュヤマゴボウの茎を曲げて果実及び枝葉を食
べる姿が撮影され（図 -4）、9 月中旬にはミズナラ
の萌芽株を食べていたが、横に写るヨウシュヤマゴ
ボウは主軸だけになっていた ( 図 -5)。

　４　考察

　2 年間にわたる調査で、枝条を集積させること
で、ニホンジカによる林床植生の食害防除を試みた
が、期待した結果は得られなかった。物理的に林地
残材を集積させてもニホンジカが侵入したことは昨
年度の結果で判明していたが、不嗜好性植物が繁茂
したことで視覚的な遮蔽効果が得られ、食害防止に
なるとしたこれまでの成果（島田ら 2017、渡邊ら
2013）とは異なった。
　確かに、不嗜好性植物であったとしても、採食さ
れることは知られている（大西ら 2022）。今回採
食されていたヨウシュヤマゴボウは、ニホンジカの

生息密度が高い場合や餌資源が乏しい場合には成長
阻害を生じるほど採食される（藤木 2017）。調査
地周辺におけるニホンジカの個体密度は、調査結果
によるバラツキが大きく、評価が困難であるが、皆
伐により光環境が改善された場所である事を考える
と、餌資源の不足は考えにくい。今回の結果を見る
と、春先には枝条による障害がない搬出区で多くニ
ホンジカが集まるが、夏になると枝条が散乱する棚
積区が多くなる。これは、障害物が少ない搬出区か
ら食べ始め、餌資源が少なくなると障害物があって
食べにくい棚積区へ向かったのではないだろうか。
すなわち、食べにくい環境であっても入り込む必要
があるほど生息密度が非常に高くなっている可能性
が高い。一日あたりの出現頻度と生息密度との関係
は明らかではないが、今回の調査では 0.42 ～ 0.49
回 / 日だった。同様の調査方法で行った北八ヶ岳の
出現頻度が、0.02 ～ 0.54 回 / 日（小山ら 2022）だっ
たことを考えると、当地は、北八ヶ岳の中でも生息
密度が高いところと近似している。
　このことから、現在の調査地周辺は個体密度が非
常に高いために林地残材による物理的な防御効果が
発揮できず、視覚的な遮蔽効果を期待していた不嗜
好性植物まで採食されたことで、視覚的な防御効果
まで薄れてしまったといえる。
　とはいえ既往の研究（柳澤ら 2020）が指摘する
ように、一時的でも物理的な防御が有効とされたと
すれば、ニホンジカの生息密度が一定程度に抑えら
れていれば、林地残材による物理的な防御が有効に
なると期待できる。
　林地残材は、搬出手間などから使われないことも
多く、資源の有効利用の点から、より有効な活用方

 

表 -2　赤外線カメラ調査結果
(2023/4/1 ～ 11/29)
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法を検討する必要がある。今回の調査地ではうまく
活かせなかったが、ニホンジカの密度を指標とし
て、林地残材による防除が可能な条件を定め、有効
な利用法として提案できるように研究を進めていき
たい。

　なお、本研究の推進にあたり、長野県林務部の太
田明氏、長野県松本地域振興局の山崎昭典氏に調査
協力を頂くとともに、データ解析にあたり、村上や
よい氏に協力を賜りましたのでこの場を借りて感謝
申し上げます。なお、本研究は、長野県現地適応化
事業と、JSPS 科学研究費 19K06141 の助成を受け
たものである。
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図 -3　調査区別にみた月別の出現日数 ( 上段 ) 
　　と撮影頭数（下段）

図 -4　ヨウシュヤマゴボウを引き倒して食
　　べるニホンジカ
　　（2023 年 7 月 25 日午前 1 時 36 分撮影）

（矢印はヨウシュヤマゴボウ）（2023 年 9 月 14 日撮影）
図 -5　ミズナラの萌芽株を食べるニホンジカ




